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サツマイモ挿 し穂の不定根伸長に対する

降 雨 処 理 の影 響

山 中 丸 亜 美 ･木 村 和 義

枯 雷

JFiに対 Lて帥物がとのよう/:I:JtJTllJl応を,示すかについての知 Rは悔めて少rLEト.

;皇･者らは,今まで作物菜の乾物生#･速度か櫛Iliによって低 Fすること (木11･川中)L.

1980;1981)辛,作物の生長丑が別 81間の降雨也理では 促進されるが (木村ら.1982),

長期間の処理ては 生長皿か抑捌され, さらに 種々の障男が 現われること (木村 ･有rt..,
1983;木村,1984a,b)など主 とLて地上部に対する降柿J'地P巨の形鞘について報指して

a-た.しかし,地上部が雨にiJJ.,-れることによる地 卜部の/ii背への彫掛 こついてはほとんど

加札がない.降雨が的物の地 fl一部 (椴)に与える膨冊の一つとLて,艮融による湿告が知

られている.湿吾の原I袖丈水分過多によってi･.妙卜の慌il;.イく兄をひきおこし,収の清性が

代 ドした結果であると考えられている (=lL.Lil,1977).

舛者ら卓上,現在,収の生育に対する降雨の膨幣についてもf如､川Jである畑 地⊥7'附 両ゝ

にi'.rutることによって,地下部の生育に健々の離愁を与えることを兄い出している.

水論文では,サツてイーC-の不定根の発生伸長に阜える降雨処理の膨照を検討した結火を

拙告する.

実 験 材 料 と方 法

'jf験+'細 山 サツマイモ (IboemeabalatasLam.,rl'7T健 :高系14埠)C')1節挿 L地を班川

した.挿し租は温室内で縮イモから育てた苗条の先端より数えて4- 5非 目の完全に展開

した葉を便川し,それぞれに 2cmの茎をつけてIJJF)取った.挿 し穂は切 り取 り後 ただち

に藩留水の入ったフラスチック製フラスコ (唇Li200mC)にさして実験に供した.

フラスコは発般部馴 lLr黒に保つため,ア/レミ新で覆い.斐柄を閏定するためにフラスコ

のUをスポンジでふさいだ.

材料の充実度と降雨処相l)膨鞘について検討した尖暁にふいては,上述 u)親イIt-の苗粂

からの挿し租の他に,親イモからとった山嶺をフラスコにさし,10日間温室内でづ三角'させ

たものから同様の挿し鞄を作 り,実験に供した.

rR取RTL軌 よ,室温を20oC,12時間明Jgl12時矧II'7)卯叫 -I長泉件に設守 Lた人=降雨突旅

装JuR (木村 ･LDr卜九,1980)内で 行なった. 光源と して 高忠実自然昼白色敗北灯 (1)ア
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ル ノクスランプ:松 卜u'J絶望)を他用 し,照度は 6klLIXに湖節 Lた･

r勘lfJ-処理は,植物体上.lIqSに設けたノズルから,10mm/hrの榊i止施度て水道水を峠夜連

続して噴凍した.

発Jtした不定根の放および長さの測･jEは突放朋始から毎L_l定時に行なった.不定根が茎

より1mm出た時に発根Lたこととし,不定根のl之さは lmmjj帰_てilll促 した･

実験処矧 ま,6日間行ない, 各区とも挿 し穂 8-13本を用いた.袈畝は 2l･暇 役とし,

それぞれの実験の平均伯について各区間の有意差の検定を統計的に行なった.

結 果 お よび 考 察

7.降雨処理によるサツマイモ挿し槽不定根の伸長阻奮

サツマイモの挿 し柚を6tlrHl適統降雨処JluLた燭.'T,小足根叫 Il長が署 しく劣った･全

ての不定根の 長さの合計 (総不定根長)は 6日日で 桁 MLL理r̂:では対照区の 12%にLか

達 したかった (Fig.1).料,Ll.･7日xT:では 不定根が発生し始めた 第 2日目から根尾か増大 し,

200mm 以上に迂 した.それに

対し降雨処理区では不JjE根の仲

良速度が遅 く,4日日以降では

仲良 が ほとんどみrJ九 なかっ

た.

サツマイモ0)不定帆は,薬帥

と'iJ'q)は rT部からI'1細IJへ発生す

る.発生の方向は茎U)軸方向お

よび葉柄の軸方向と直交する.

不'iii収の発′日よ両区とも異験閲

胎第 2E]Elかレ)起こり.4LLu
l二畑f_,新税の発生はほとんどみ

ら)Lなかった.挿 し雌当たりの

総発航数には肺.'トト1-処PP.Ĵ-.と対jJ.(:i

区の閑に下意な差はみられ/,Lか

った 一

本rj書抜では,発根;■F'(;LU)条件
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はIJIJJl考とも同じであったが, 雀

葉を緑雨池月け ることによって.郎L')仲 JとF二拝しい抑制か4rJJLた.この こ l二は.lil'11勿体

也_｢淵;が雨を受け ることが地 卜部へも人き く影幣することを示してお り.また艮トIJ'による

純押tが,かならす Lも地下部の輔境の悪化に1る肘へのIg.張 の;;汐滞だけでな く,地上部が

相に7';T71jtることによる影野 も大きいことを/Jく唆している.

2.降雨処理の期間および時期とサツマイモ挿し穂の不定根の伸長

降jこ):LJ処即による不定収の伸長抑/rluが′とずるにはどの-u度の期間が必頻かIa,知る目的で,

降flj処理の期間と時期を変えてサツマイモ挿 し租の不適択伸長への影背を調べた.降雨処
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理を1日間としたLiと2川別とLたはを処理時)旬は 教えてそlLそれ 3区およひ 6日間連試

練雨処押 した13'i(6川X.)を設けた. 6tlL]に 州走 Lr=挿し地､Jうたりの 総不定駁長は,

2日間処BJiすると,どの【x:とも伸長が抑制された (Fig.2,A).

1El間kJu望rF_のうち,実験剛 白1日目処埋 (1MlrX=) および2日日処理 (lM2区)では

発生Lた不定舶長が紺.(･肘 よりやや 大きい 他向がみらJrLたが,統計的には 有意な差はな

かった.しかL.3日口処理 (1MJxJ)では,対,Tl.fi区との抑 こも一恵な差が認められ,根の

伸長が抑制された.
Tl.CIILmいnL

2r川;1地11uĴIでは, lQLl空によ

る伸)主抑;J',lJはtjf矧lIl船便3-4u

Hの地]'t(2MrlL*.)で Aiも大 き

く,LJtT矧 悶帆後 5-6HHOl処理

(2M3区)で 最も小 さく,火汲

槻始 直後 から2ElUまでの 処 稚

(2M.良)で は 2M2区と2M]区

の中間であった.

2M2t̂Iで,不'定収良がJtiも小さ

いのは,2M;.区 では 降 IIJlhLP_1!り円

始までにかなり不定収的 中尾して

おり,2M.L/_ては降雨処用後に処

理の影轡をI,!l視するJ開聞があった

ことによると考えられる.また.

'jS験開始後 第 3,4日日は ち 1う

ど不定根がJyE/とする時期にあたっ

⊂おり,この時朋の挿 し鶴が仙物

ホルモンの/:ランスなどの,.:∴で系

全体として小'/ll'Rであるため.処

Jlliu:)好背を,1･叶やすかったことか

サえら)Lる.

不定根のなかで旭も托し､もt7)ら,
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総小道触戊の帆aJとほぼ似た怖い'lJを,J-J た.lrd良触艮

ほ, 2日tLSl処理の各区,6El聞 知矧去および 111処矧x～_の 1M｡l互で対照r/こより小さい他

Jk'Jこした.しかし,1川ErJ処Pt!_rJ-.a)M.lAlでの伯t上対If.刷J<Iよりも大きい柄とTfり, 厄長机

の仙尺が仙 Lfさ′～Lる帆 句があった (Fig.2,B).

このように挿LHけ後す ぐの帆.l;i-処掛 上船良1こ定収a)仲良にかえって帖 佳的に働 く傾向

があった. 1Ll間の降雨処哩ではイソゲソてノ幼抑物の伸長Li:-fL,促進する帆 占Jがあること

(木村,1984b)が搬 告されているが,/h:実験の鮒巣もhJ様の仰向であった.また,挿し

蝕を作成 してしばらくは挿し組の水分状態が悪化することが知らすlている (佐藤 ･折原,

1953).矩3g]間の降雨処理によって挿 し地の水分状煙が改葬されたことが根が 伸長を促進

された原Pqのひとつではないかと考えられる.

一般に,発駁しにくい作物を粟鬼無純させる域TTにt.i, ミス ト繁唯が行なわれる.その

日的ほ, ミス トによって周関の湿度を上げて挿し穂からの蒸散を抑制 し挿 し柚の水分条件
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･/)悠化を防 く､､L二/)にある.木lJ仏で心 蜘 Lt的に肺トトTJ処Prl.,iJ打/Lったノ)-LlJ', ミス ト難鮒 亡

行なわれ る間欠的な ミス トとはやや帆 ,'r]カリt打1:つ[=と考えら.直る.

3.挿し穂の充実度と降雨処理の影響

挿 し穂の充実度の迎いによって降向処理の彬鞘に差があるかどうか検討 Lた.尤黒 度 J)

.恒 ､親イモから出た曲'糸かr)とった挿 し弛 (良悶)と10ヒ川L,l温･i内で/生育 させた充実度LJ_)

帆い挿 L廠 (軌町)をノF岬 tに した.良帖 よ.弱TEJ'仁比べ7:'iおよび葉柄 とも太 く,頑丈 で

挿 L砲の充実度が高かっ/I.抑 LLrLjlJLL印は2日問 い'･1び 61川胴rl1-1い.柵処牲ハい7う上比較

した (Tablet).
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発似敗は良Tl'Tで人きい帆 ムJが B)ったれ 終処刑 ･tにI'トロ 1,7:rj亡,l'':かたかった.

確f卜.Lた総和IiE肘掛 よ,):iTtT｢k.,鮎lYILl̂:と もI勘 卜i処Fl!.力量 いほど減 少した.抑 山地｣判 二

よる小道根仲良の州 別Af.促は現前のほうが ft-しかった.発生 1たか'i収rl｣蝦 も良い しの b

lび脈々Ol)根の長さの平均植 ヒも総不定根長 と同様のlLl'i向をノ.ltL,弓引机 上116'.l打旭川による

弼 少程度が 揖しかった.

以 卜のように挿 し紬の允rji比に よって帆 ミIL処牡 現紺Pl一叢か･入られ 紬 ●ll｣ほど小Hi限仲

良の抑制が大きか った.

4.挿 し穂の葉身の有無と降雨処理の形智

降雨処理によって不定収の売廿.が胡刷Jさ′いるu)は地 L潮 か描jlろ紙児 こもると考えら,い

た･朋輩の光合成:,*度を f･薬法で州荘 Lた結IRによ′山 王,抑1両処理に よって典での乾物JL-_

群速度が抑制 され ることが 明らかになっている (木村 ･仙 E･九 1982). 不定配の発恥 二

ほ共から供給 さ′tlる炭水化物が必要であ ると考え吊 1ろことか ら (Oh亡aandFurukawa,

1977),降雨処矧 こよる板の仲良)舶 IJは,処雌にJ:る 闇 勿il_:I,.印T]榔 お反日･jtした結粁 〔あ る

rLT能性が考え られ る,その点をIy)ちかにす るrlJ'1/.,･7_-,難J身を抑徐Lた挿し蝕への降雨/Jiull切

膨潤を検討 した.

言訳 aTと′lr'lLlr究
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薬身を切除した挿し蝕の確根は兼身のある挿 し租 よりも粁しく劣った.薬身をもったH･

杵て(I.6日=¢)総不定限度は対照区,2Mrノく. 6MLxHともそれぞ′Itに有意′亡差机もFJめ られ
たのに対して,斐 身リ)F鋸市し槌では 2A/lFJ(:と刈照区には有,7IIJJ:たが認め F'/～Lなか っF=れ

6Mf六二と対矧耳との間には有意な差が認めら:hた (Fig.3).

H lの結T:から,サツマイモのJIJIE板の仲良にとって,黄身はJ1-重な役湖fi･経 っている

こと′榊Jjr)かてあ り,某身か l:-)の]･R水 化物その他の物Tf-の()tg:細 てEkl与していることが推察

され る,しか し,襲身の有畑にかかわらず降トh-処理によって不定収の伸長卯.'1肋 ミ起こると

いう結iltは,その原関とLて,lL'fT,両地月旦i･こよる薬ての舷物J卜確の抑制r三けではな く,他の

喫榊が働いている可能性を,)-;唆 している,

挿 し砧の先般に関与す る要囚としては発触潮への イ'/ド-ル酢椴の征討t.酸嘉供給の良

作.挿L帖の兼1rf粂伴,;LLどか 幣ずら1しているが,牌雨地理かどの要囚を動かして仰 E収伸

長抑制を引き起 こLたのかは現役附ではIUJrJかではない.今後の検討に待ちたし､.

いずれにせ 1.ここ TI,IJ)'17鮫の打i果咽 裾雨が地 L柵を描ら寸 ことにLト･,て他 卜諏吐)/_L背

がL抑iJ,Fは ′ナLることを/)こして心 ;),作物こ ti--える耐u)彫伸 二ついて新しい‖LHl"J/･･t./二r.,+I/E
瞳的/亡町村とrL-jJもので.Tlる､

摘 要

1) サツマイモ 1節柿し相を降雨JLTLJIP_すると挿 し雌から発生す る不定取扱は対照区と変

j)T.,なかったか.結う､定収良は二ヤしく減少LL.これr)の/i:験結果から,JIM _柿が融に†詔言

,!･ろことによって根ul)仲良か111Hr.qさ′ftること〟二心噴 き′hf.I.

2) 帆ll,j処JlRによる小定根の伸長抑制には2日llrjU一処Pj).が必典であった.抑制のむ腔は

6川Inr】の･)三鮫川",lq叫 で挿穂後 3-4ロロの 2r川Fl魁哩したときに山大であった1

3) 挿し秘の光異腹uD佃 ILのは,1勘 何処PJ!による小定根の仲良抑制効果を大きく受け

た.共々をLJ)除した挿し似て Lt,TS紬J,'&･即に1･'て 1;'J迂脱の剛 毛が抑制された･こU'ことか

61巻 (lりHF') Gl



ら,降雨 処理 に よ る不定 触伸長射 .LLII,処理 に よる葉 で の 乾物 生産 の抑 制 のみ が脚 的 ほ

ない と考 え られ た .
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木I.l和乱 川rl.Al伯:良 1981 両と仙拘斥ILliニ化すuln｢兜L(甘)吋J入時の 吃物′l二庫に 対す fJ三一Ji

,kL理の膨子や.戯洗′貢rk 37:23卜2:J汀

木村和満,田中丸IFL息 打.■.丑/3111に.1～'当3 1日.Hl(Lq如RLこてIT_じJ,lす/.,hJE7)'E(Ⅳ).'('I-a)ttljJ':｢ 杵 ｢引揖

雨の丈13轡.L粒澱気懲 38:2q5-ヨot

Ohta.冗.andFLlrt)kaW こ1,A.1975. Root｢01-)ltrtLlりIl)n POT】uhr(･utLl叩11-1IF｢(､clor 日le

Learonrootr〔)lnlaLion- J.JllP.For.tl.rL,,57.42O-JL)4.

軌蛭大七郎,TTT.I.J訳柄紡 1り53 さしつけIT_-/いt'-しこ【′F,くの あいたJ)サンホの )K/JlじIJ(5'?.･k)沖l'揃

45:89-Jot

-吉山丑夫 1977 水IIIに わけ るム十のIki..上[-のrll.品とLk件.!riXt絃frlT'32:4921496

ELrectofM istTreatmenton EIorLgation of Adventitious

Rootin SweetPotato Cuttings

Shlge汀=T N̂̂ KAM Ru ;llldKこInlrOSIHJくIMUl～A

SummaTy

ElleclofartlrlCl'llll'llnrall(nllSl)onrootlngOfs＼vEIPrPotato(IpoL?7n',aI)lJ/lI/asLnl11･
cv,K6kel.TJo.14)cuttln:I.rlWithsLniiulearン111d node W :lS 川V(､Sllg'lLe(I.CuH1岬 S Were

exposedtocontinuousml.<tln.jHIOWthchamber(20oC,6klx)･

ConllnuOuSnllSttrmtlllentlllh)bitedtheelc)ngatlOn O｢;1〔】venll〔10LlSTOOLfrolll the

sweetPOta亡ocuLtlngS.

Inhibitoryeffectol mlSt【reatmenton rootelongat10n Was apparent When tlle

lreatmenldurationwnLl.lon･-I.し.1●than2days,InthecaseofexposuretonlLStFor2days,

the )nhlbltOry Plleclwas lh(､:I.realestwhen 〔reEltmell[was done on the3rdloLl=1

dElyfrom thebpginnlngOfexpL,rlment,

ThecuHlll.L,,,SObtalnPd h-oLllLIIHnatL1reShootswet.CgT-ecltlylnRuencedI)y lmSH han

thoseobtalnedrr'om m:1LLtreShoo[S.Thetotallellgth olthe rootOf thtでnon-111isLcd

planlswasnotdl打erenlbehveen mnlLlre CulllngS Elnd LnlrnatLllle Cultlnr,S. However.

Lnh.bilLOnOrrootgrowthbyL､XPOSurl､tO m)Stlor6days appeal-ed !｡.I-uater Tor l11ト

maturecLlttlngthannlatum On(-く. 'l王1Jlellgthofrootsemerf?.Ltd f1-0m (-uttln･･.L.】WlthoL1[

leafb拍desW asstll,lHerLhmlLhaLlt.Om CuHlngS Wlfh EeilFblades,butthe lnhLbitory
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effectonrootelongationbyexposuretomistfor6daysalso appeared forcuttings

withoutleafblades.These resultssuggestthatexposLlre Ofthe shootLo ralnfaH

inhibitsthegrowthofthe l100t,the exposure ror2daysoT.1110re havinganlarked
effect.
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